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President, Associate Professor Guyen Duc Hinh,
Vice President , Prof. Ta Thanh Van, M.D., Ph.D. Genes & Protein Research,
Head of International Cooperation Department, Associate Prof. HA Phan Hai An (Kidney Disease & Dialysis)
Lecturer of Gene-Protein Research, Dr. Tran Huy Thin,
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	大学玄関の荒川研究科長
	病棟廊下
	まず、両校の現状の説明があった。ハノイ医科大学は国際協定を多く結んでいるが、学生への経済支援ができず、海外留学する学部学生は非常に少ないこと、訪問留学生には宿泊場所の案内はするが寄宿舎はないこと、ハノイ市内に多くの関連施設を有していること、などであった。大阪市立大学は、学生寄宿舎が月6000円で利用できること、または適切な宿泊場所の斡旋を行うことなどを伝えた。その後に協定書調印が行われた。
	International Department
	ベトナム料理店での歓迎会
	病院見学：大学本部内の250床の中規模病院を見学した。すでに診療時間帯は終わっていたために、実際の活動を見ることはできなかった。この病院にも外国人向けのInternational Department があり、10数室がすべて個室であった。
	出席者全員での記念写真
	調印

